
工
学
の
未
来
は

　
　
　

君
た
ち
の
双
肩
に

平成26年度入試日程

　「エコ大学ランキング」はNPO法人エコ・リーグが毎年夏期に全国
約750校の大学を対象に実施する「大学における環境対策等に関す
る全国調査」に基づき、各大学の省エネなどの環境対策の取り組み
状況を評価するものである。今回のランキング結果において本学は、
「自然エネルギー導入率」部門で第1位、「CO2削減率」部門で第3位、
「環境マネジメント」部門で第2位になるなど、複数の部門において
高い評価を得た。

第5回エコ大学ランキング
私立大学第1位・全国総合第3位
CO2削減、自然エネルギー導入などが高評価

昨年の全国総合第1位に続き、毎年上位入賞中 !

　本学は2001年にISO14001の認証を取得して以来、「環境推進事
務局」を中心として、学生環境推進委員会とも連携しながら全学あげ
て環境保全活動を進めてきた。今回の入賞は、こうした継続的な省
エネ対策や自然エネルギー導入、長期的なビジョンを持った本学の
環境マネジメント体制が高く評価されたものである。昨年の全国総合
第1位をはじめ、初参加の第2回以来、毎年上位入賞を果たしている。
　表彰式は12月14日（土）に東京ビッグサイトで行われ、本学からは
波多野学長、学生環境推進委員会の鈴木委員長、久保塚前委員長ら
が出席した。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、日
本
工
業
大

学
は
ど
こ
を
目
指
す
の
か
。
そ
の
志
を
お
話
し
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、１
５
８
０
０
人
余
の
方
が

亡
く
な
り
、２
６
０
０
人
余
の
方
が
未
だ
行
方
不

明
で
す
。
原
発
事
故
に
よ
り
、住
み
慣
れ
た
土
地

を
離
れ
た
ま
ま
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

除
染
も
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
未
曾

有
の
災
害
を
、自
ら
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
問
題
と

し
て
、真
摯
に
向
き
合
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
と
く
に
工
学
を
専
門
と
す
る
私
た
ち
は
、自

ら
の
力
で
何
が
で
き
る
か
を
、考
え
続
け
、行
動

に
移
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

好
き
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
大
陸

原
住
民
ナ
バ
ホ
族
の
言
葉
で
す
。「
自
然
は
祖
先

か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な
い
。
未
だ
見
ぬ

子
孫
か
ら
借
り
て
い
る
も
の
で
あ
る
」、
美
し
い

地
球
環
境
や
豊
か
な
文
化
を
次
の
世
代
に
健
全

に
継
承
す
る
。
そ
の
責
務
を
今
に
生
き
る
私
た

ち
は
負
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。
20
世
紀
の
工

学
は
、
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
日
々
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
過
程
で
、
大
切
な
こ
と
を
見
落
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
活
水
準
の
格
差
が
増
大

し
、「
さ
と
り
世
代
」
と
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
に
、

若
者
は
明
日
へ
の
希
望
や
大
き
な
志
が
も
て
な

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

で
も
、私
は
本
学
の
学
生
と
日
々
生
活
を
共
に

す
る
な
か
で
、そ
ん
な
絶
望
的
な
感
想
は
も
っ
て

い
ま
せ
ん
。
つ
く
り
た
い
も
の
が
あ
っ
て
、就
き

た
い
仕
事
が
あ
っ
て
本
学
を
目
指
し
た
学
生
諸

君
の
情
熱
を
、肌
で
感
じ
る
毎
日
で
す
。

　

先
日
、
青
木
豊
彦
さ
ん
と
い
う
、
東
大
阪
の

町
工
場
の
社
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
東
大
阪
か
ら
人
工
衛
星
を
飛
ば
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
中
心
的
役
割
を
果
た
さ
れ

た
方
で
す
。
２
０
０
９
年
に
「
ま
い
ど
１
号
」

の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
お
話
の

な
か
で
感
動
し
た
の
は
「
航
空
宇
宙
産
業
は
中

小
企
業
向
け
の
仕
事
な
ん
で
す
」
さ
ら
に
「
航

空
宇
宙
産
業
を
東
大
阪
の
地
場
産
業
に
し
ま

す
」
と
言
う
言
葉
で
す
。
大
量
生
産
で
価
格
を

下
げ
る
時
代
が
終
わ
り
、
少
量
高
品
質
あ
る
い

は
特
定
分
野
だ
け
に
有
用
な
製
品
が
求
め
ら
れ

る
新
た
な
時
代
が
み
え
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。「
ま
い
ど
１
号
」
は
町
工
場
の
技
術
力
を
示

す
広
告
塔
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
先

の
工
学
の
本
質
的
な
あ
り
方
を
示
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

21
世
紀
の
工
学
が
進
む
べ
き
道
は
、
大
量
生

産
大
量
消
費
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
し

か
で
き
な
い
優
れ
た
工
学
、
技
術
を
生
み
出
し
、

人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
限
ら

れ
た
資
源
を
大
切
に
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
あ
な
た
し
か
で
き
な
い
、
何
か
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
す
。「
君
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ

た
」
と
感
謝
さ
れ
る
技
術
者
を
目
指
し
、
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

昨
夏
、
理
事
長
に
就
任
し
、
今
新
た
な
年
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
本
格
的
に
学
園
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
一
つ
が
、
３
年
後
に
控
え
た
大
学
の
50

周
年
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。　

　

日
本
工
業
大
学
は
１
９
６
７
年
に
開
学
し
、
２
０
１
７
年
に

そ
の
歩
み
は
半
世
紀
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
学
の
精
神

は
「
真
理
の
探
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
工
学
理
論
を
現
場
の

技
術
に
直
結
し
う
る
能
力
」
で
は
じ
ま
り
「
建
設
的
で
実
践
的

な
社
会
人
を
育
成
す
る
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
大
学
40
周
年
に

当
た
る
学
園
創
立
１
０
０
周
年
で
は
、
環
境
マ
イ
ン
ド
の
醸
成

を
加
え
た
「
日
本
工
業
大
学
綱
領
」
を
定
め
、
実
工
学
教
育
の

名
の
も
と
、
高
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
人
材
を
産

業
界
に
送
り
、
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
伝
統
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
ま
た
、

変
え
る
べ
き
も
の
に
対
し
て
は
果
敢
に
挑
む
こ
と
が
、
歴
史
を

切
り
拓
く
た
め
に
は
必
要
で
す
。
大
学
の
教
育
・
研
究
に
お
い

て
は
、波
多
野
学
長
の
ご
尽
力
で
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
学
園
と
し
て
、
財
務
、
組
織
面
で
し
っ
か
り
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
50
周
年
に
向
け
て
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
る
構
想
を
描
い
て
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
の
感
性
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
環
境
と
し
て
の
場
づ
く
り

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
が
助
手
と
し
て
勤
務
し
た
の
が
開
学
２
年

目
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
は
空
っ
風
に
砂
埃
が
舞
う
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
今
日
の
満
開
の
桜
、
燃
え
盛
る
新
緑
、
色
と
り
ど
り
の

紅
葉
と
い
う
四
季
の
風
景
か
ら
は
想
像
す
ら
で
き
な
い
と
こ
ろ

か
ら
日
本
工
業
大
学
は
出
発
し
ま
し
た
。

　

過
去
と
未
来
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
は
、
現
在
を
よ
り
深
く

と
ら
え
る
有
効
な
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
経
済
成
長
の

中
に
あ
っ
た
１
９
６
７
年
と
今
日
と
で
は
時
代
環
境
も
技
術
を

取
り
巻
く
状
況
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
変
わ
る
こ

と
な
く
技
術
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

遠
近
感
を
も
っ
て
、
目
指
し
て
き
た
こ
と
、
出
来
た
こ
と
、
未

だ
届
か
な
い
こ
と
に
つ
い
て
学
園
の
関
係
者
が
共
有
す
る
こ
と

は
、
何
よ
り
も
本
学
園
で
学
ぶ
人
々
の
た
め
に
、
よ
り
よ
い
解

を
導
き
得
る
も
の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
年
も
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社会人大学院生　募集（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
本学で先端技術研究の取り組みを

　科究研学工院学大 ◆
博士前期課程　 ＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻　＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
博士後期課程　 ＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻　＊システム工学専攻　＊情報工学専攻
■平成26年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

日程
出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp/
平成26年2月5日（水）～2月12日（水） 2月24日（月） 3月5日（水） 平成26年3月11日（火）

日本工業大学　専門職大学院（大学院技術経営研究科技術経営専攻）
中小企業技術経営コース／プロジェクトマネジメントコース／新事業創造・起業コース

働きながら学べる専門職大学院　第 10 期生　募集！
■平成26年度　専門職大学院　入試日程

出願期間 試験日 合格発表 入学手続締切
第2回募集 1月6日（月）～1月14日（火） 1月18日（土） 1月23日（木） 2月3日（月）
第3回募集 2月12日（水）～2月18日（火） 2月22日（土） 2月27日（木） 3月10日（月）

願書のご請求およびお問い合せ先：
〒101-0051東京都千代田区神田神保町2-5　日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594

工学部　機械工学科／ものづくり環境学科／創造システム工学科／電気電子工学科／情報工学科／建築学科／生活環境デザイン学科

募集要項（願書）のご請求およびお問い合わせ先
TEL.0120-250-267（入試室）　　URL http://www.nit.ac.jp/　　E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

 ①一年次の学費半額免除！入学手続き締切日は3/11（火）まで。　［特別奨学生入試 第2期　他大学との併願可］
 ②入試奨学金20万円給付！充実の奨学金制度。昨年実績211名！［一般入試とセンター利用入試の成績優秀者］
 ③入学検定料 割引制度　［一般入試・センター利用入試・特別奨学生入試 第2期　複数日受験・複数学科受験など割引］
 ④募集枠拡大でチャンスが増えます！［一般入試・センター利用入試］
 ⑤全国14ヶ所試験会場　［一般入試］
 ⑥2月・3月に受験できます　［一般入試・センター利用入試・AO入試］

●各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。

 ［入試チェックポイント］

入試種別 日　　　　　程

特別奨学生入試
[筆記試験、調査書
および面接による

選考]

第　2　期
出願期間 1/6（月）～1/24（金）

奨学生には、1年次の学費の
半額を免除試験日と試験会場 1/31（金）～2/2（日）のうち、1日を選択して受験。

合格発表 2/8（土）

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/6（月）～1/24（金） 2/3（月）～2/14（金）

試験日

・試験日を変えて、
同一学科の複数回
受験あるいは他学
科の受験が可能

1/31（金）本学・郡山・水戸・高崎・千葉・東京・静岡
2/1（土）本学・仙台・東京・新横浜・新潟・長野・金沢
2/2（日）本学・宇都宮・柏・東京

2/19（水）本学・東京

合格発表 2/8（土） 2/25（火）

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/6（月）～2/3（月） 2/3（月）～2/14（金） 2/17（月）～3/5（水）
合格発表 2/8（土） 2/25（火） 3/15（土）

年頭の辞

学 長
波多野 純

年頭所感

理事長
柳澤 章

大学50周年に
向けて

通 信
第 号

http://www.nit.ac.jp
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10
月
12
日
（
土
）、
学
士

会
館
に
於
い
て
「
熱
血
経
営

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

当
大
学
院
主
催
の
第
五
回
Ｍ

Ｏ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
環

で
、
今
回
は
私
単
独
で
の
実

施
で
あ
る
。
海
外
事
業
を
数

多
く
立
ち
上
げ
た
国
際
経
営

の
実
績
と
、
企
業
経
営
幹
部

育
成
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た

経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
双
方
向

な
や
り
取
り
を
大
切
に
、
受

講
者
参
画
型
の
展
開
と
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
価
値
創
造

型
経
営
の
実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
、
徹
底
し
た
顧
客
視

点
で
事
業
を
推
進
す
る
経
営

感
覚
を
磨
き
上
げ
、
事
業
変

革
の
礎
と
し
て
頂
く
事
を
目

的
と
し
た
。
受
講
者
の
反
応

は
、
総
じ
て
「
大
い
な
る
刺

激
を
受
け
た
」
と
い
う
も
の

で
、
一
定
の
成
果
を
残
せ
た

も
の
と
思
量
す
る
。
技
術
思

考
の
強
い
中
堅
・
中
小
企
業

に
於
い
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
本
質
的
な
も
の
の
見

方
・
考
え
方
を
経
営
の
意
思

決
定
や
課
題
解
決
に
活
か
す

事
が
肝
要
と
考
え
る
。
と
言

う
の
も
「
価
値
創
造
戦
略
の

立
案
と
展
開
」
こ
そ
が
、
事

業
成
長
の
「
決
め
手
」
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
時
は
、
変
化
・
変
革
の

時
代
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を

経
営
的
視
点
か
ら
述
べ
れ

ば
、
①
競
争
相
手
が
ど
こ
か

ら
現
れ
る
か
判
ら
な
い
、
②

お
客
様
か
ら
厳
し
く
選
別
の

目
を
向
け
ら
れ
る
、
時
代
と

表
現
で
き
る
。
し
か
し
「
あ

る
日
突
然
代
替
技
術
が
」
と

い
う
言
い
訳
を
さ
れ
る
企
業

が
多
い
。
実
は
、
数
年
前
か

ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
「
過

去
の
延
長
線
上
で
は
顧
客
の

ハ
ー
ト
を
射
止
め
続
け
る
事

は
難
し
い
で
す
よ
」
と
警
告

信
号
が
出
て
い
た
の
で
あ

る
。
寧
ろ
、
そ
れ
を
受
け
止

め
き
れ
て
い
な
か
っ
た
企
業

姿
勢
こ
そ
が
、
事
業
の
核
心

的
な
失
敗
の
原
因
な
の
だ
。

顧
客
の
本
音
の
進
化
の
ス

ピ
ー
ド
の
方
が
、
企
業
内
部

の
意
識
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
よ

り
も
早
い
時
代
に
突
入
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
顧
客
欲
求

の
本
音
の
代
弁
者
に
な
る
飽

く
な
き
努
力
と
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ

ｄ
ｅ
‐
ｏ
ｕ
ｔ
」
か
ら
「
Ｏ

ｕ
ｔ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
‐
ｉ
ｎ
」
の

発
想
転
換
で
事
業
展
開
す
る

事
が
、
変
革
型
経
営
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

「
自
社
の
常
識
は
顧
客
の
非

常
識
」 「
過
去
の
成
功
体
験

こ
そ
が
成
長
の
制
約
条
件
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
し
っ
か

り
と
点
検
し
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥

ら
ぬ
様
、
組
織
を
リ
ー
ド
す

る
事
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
顧

客
視
点
で
事
業
を
成
長
さ
せ

る
為
に
は
、
何
を
抜
本
的
に

変
革
し
、
何
を
今
後
も
大
切

に
維
持
し
守
る
の
か
、
闊
達

な
論
議
を
組
織
内
で
主
導
す

る
事
が
、
経
営
リ
ー
ダ
ー
の

任
務
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
日
工
大
Ｍ
Ｏ
Ｔ
と
し

て
、
新
た
な
価
値
を
ご
提
供

で
き
た
、
素
晴
ら
し
い
一
日

と
な
っ
た
。

価
値
創
造
型
経
営
を
実
現
す
る

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り大

学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
水
澤
直
哉

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
13
年
度
に
お
け

る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

は
、
教
職
員
・
学
内
関
連
会

社
・
学
生
の
協
力
を
得
て
、

目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
る

（
下
表
参
照
）。
特
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
削
減
は
昨
年
に
引
き

続
き
実
施
さ
れ
た
節
電
へ
の

取
り
組
み
や
施
設
・
設
備
改

善
の
効
果
が
大
き
い
。
未
達

成
と
な
っ
た
上
水
使
用
量
の

削
減
は
、
夏
場
の
猛
暑
や
中

間
期
の
空
調
使
用
に
よ
る
増

加
が
原
因
で
あ
る
。
廃
棄
物

の
削
減
は
、
前
年
実
績
を
下

回
っ
た
が
、
目
標
は
未
達
成

で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
平
成

24
年
10
月
か
ら
平
成
25
年
9

月
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
13
年
度
）
の

活
動
を
紹
介
す
る
。

■
節
電
へ
の
取
り
組
み

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
行
っ

た
活
動
①
教
室
を
除
く
照
明

器
具
の
電
源
解
線
・
ス
イ
ッ

チ
の
使
用
制
限
シ
ー
ル
貼
り

（
照
明
電
力
30
％
削
減
目
標
）

②
外
灯
の
間
引
き
点
灯
③
節

電
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
④
空
調

の
中
間
期
完
全
停
止
⑤
外
気

温
度
に
よ
る
空
調
運
転
制
御

⑥
棟
別
に
30
分
間
の
内
５
分

間
の
空
調
遠
隔
停
止
（
夏
場

の
使
用
ピ
ー
ク
電
力
対
策
・

使
用
量
削
減
）

■
施
設
・
設
備
の
省
エ
ネ
改
善

　

①
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
へ
更
新
②
Ｗ
２
棟
新
築

に
伴
い
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
③
Ｗ
10
棟
５
・
６
階
高
効

率
空
調
機
へ
更
新
④
体
育
館

水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
更
新

⑤
16
号
館
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
更
新
⑥
９
号
館
高
効
率

照
明
へ
更
新

■
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成

金
制
度
に
よ
る
研
究
の
推
進

と
実
践

　

①
サ
ク
ラ
落
葉
の
堆
肥
化

へ
の
挑
戦
（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
准
教
授 

佐
野
健
一
）

②
大
気
汚
染
状
況
と
大
気
透

過
率
と
の
関
係
調
査
（
共
通

教
育
系
講
師　

斎
藤
弘
雄
）

③
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
の
完
全

な
太
陽
光
発
電
運
用
の
た
め

の
充
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発

（
情
報
工
学
科
准
教
授　

中

村
一
博
）

④
リ
サ
イ
ク
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
実
験
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
教
授　

雨
宮

隆
）

⑤
学
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系

廃
棄
物
の
分
別
と
再
利
用
の

試
み
（
も
の
づ
く
り
環
境
学

科
准
教
授　

安
原
鋭
幸
）

■
環
境
特
別
講
演
会

　

地
元
と
歩
ん
だ
ゴ
ミ
処
理

場
に
関
わ
る
話
を
軸
と
し
た

特
別
講
演「
宮
代
町
の
ご
み

問
題
〜
そ
の
歴
史
と
課
題

〜
」を
開
催
し
た
。学
生
・
教
職

員
を
中
心
に
一
般
も
含
め
て

１
５
０
名
近
く
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。講
師
に
は
、元
本
学

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
教
授

の
佐
藤
茂
夫
氏
を
迎
え
た
。

■
学
生
環
境
推
進
委
員
会
活
動

　

①
学
園
祭
へ
の
出
展（
平
成

24
年
11
月
２
日
〜
４
日
）廃

油
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど

②
通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
実
施
（
平
成
24
年
11
月
24

日
）
学
生
71
名
、
教
職
員
23

名
、
宮
代
町
民
11
名
参
加

③
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
開

催
（
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

３
日
）
卒
業
生
の
不
要
に

な
っ
た
家
具
や
家
電
を
回
収

し
、
新
入
生
に
無
償
譲
渡

④
外
部
講
師
に
よ
る
内
部
環

境
監
査
員
養
成
研
修
開
催

（
平
成
25
年
9
月
12
日
〜
13

日
）
学
生
26
名
合
格

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
結
果

と
し
て
、
第
５
回
エ
コ
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
で
私
立
大
学
部

門
第
１
位
、
総
合
で
も
第
３

位
と
上
位
に
入
賞
し
た
こ
と

を
合
わ
せ
て
報
告
す
る
。

　

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
と

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
が
、

第
５
回
目
と
な
る
合
同
講
演

会
を
12
月
7
日
（
土
）
に
Ｌ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

今
年
は
、
高
効
率
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
で
環
境
に
優
し

い
燃
料
電
池
と
、
再
生
医
療

の
実
用
化
に
向
け
た
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
等
の
自
動
培
養
に
関
す

る
最
新
技
術
つ
い
て
、
企
業

で
開
発
に
関
わ
る
２
人
の
専

門
家
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

最
初
の
講
演
は
、「
燃
料

電
池
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
で
き
る
の
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
東
芝
燃
料
電

池
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
技
術

部
の
木
村
正
氏
か
ら
、
家
庭

用
燃
料
電
池
を
中
心
に
、
そ

の
概
要
や
現
状
、
将
来
の
見

通
し
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ

た
。

　

燃
料
電
池
は
、
家
庭
で
電

気
や
お
湯
を
作
っ
た
り
、
自

動
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
代
わ
り

に
使
わ
れ
る
。
環
境
に
や
さ

し
く
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
で
も
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、「
細
胞
自
動
培
養
シ

ス
テ
ム
‐
再
生
医
療
の
実
用

化
を
目
指
し
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
川
崎
重
工
業
株
式

会
社
技
術
開
発
本
部
シ
ス
テ

ム
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
の
中

嶋
勝
己
氏
か
ら
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
等
の
自
動
培
養
を

実
現
し
た
最
新
技
術

と
再
生
医
療
の
実
用

化
を
目
指
す
取
組
み

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

日
本
が
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
、そ
の
ク
リ
ー
ン
で

正
確
に
作
業
す
る
特

徴
を
生
か
し
、細
胞
培

養
の
自
動
化
に
応
用

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
仕
事
の
や
り
が
い

や
大
学
生
に
期
待
す
る
こ
と

な
ど
の
話
も
あ
り
、
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
参
加
し

た
高
校
生
が
講
師
や
在
学
生

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い

た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ–

13
年
度 

環
境
目
標
達
成
状
況

木村氏（左）と中嶋氏によるパネルディスカッション

No. 監視・測定項目 進捗状況・実施記録（半期のまとめ） 検証
（達成率等）

推進担当者
（記載者）

①
持続的発展が可能な社会の実現を担
う人材を育成するための環境教育プ
ログラムの策定

環境特別講演会の企画・実施（H24年1月19日）
間接影響評価に関する検討
学生にインセンティブを与える表彰制度の検討
環境教育検討部会開催

○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

② 持続的発展が可能な社会の実現に資
する人材・高級科学技術者の育成

環境コア科目「地球環境と人間社会」（春学期）、「環境と工学・工業社会」（秋学期）を実施
実験系環境科目「環境化学基礎実験」（春学期）、「環境化学応用実験」（秋学期）の実施 ○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

③ 体験的環境教育の推進 エコ・ミュージアムの推進の継続 ○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

④ 環境に関する研究の推進 H24年度環境分野研究奨励助成金　研究機関終了
H25年度環境分野研究奨励助成金 公募・採択(5件） ○ 環境教育

検討部会

⑤
環境コミュニケーションの推進（環
境関連情報の発信拠点としての役割
と環境マインドの醸成）

第5回エコ大学ランキング アンケート調査提出　9月28日
エコプロダクツ展2012への出展・エコプロダクツ展2013への出展準備
エコロジープレスNo13　WEB発行（3月）・冊子発行（5月）

○ 環境推進
事務局

⑥
持続的発展が可能な社会の構築にむ
けた社会・地域との連携、行動の推
進

環境施設見学
6月29日　三大学交流会「獨協大学・跡見学園女子大学」　60名
7月24日　東埼玉資源環境組合安全衛生委員会　28名
8月 6 日　タイ・ラジャマンガラ工科大学を構成する9大学の理事長、学長、副学長一行　27名
8月 6 日　春日部青年会議所　パサディナの学生、他　25名
9月 6 日　熊谷工業高等学校　40名

○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

⑦
環境教育

（学生環境推進委員会への支援とコ
ミュニケーション）

本年度は「第４回　エコ大学ランキング」で総合１位の栄に浴し、長年の環境活動
への評価がなされたという思いと同時に、これを機に現活動の更なる飛躍と、新た
な取り組みの実現に向けて協力していきたい

○
学生環境
推進連携

部会

⑧ 電力使用量の削減
基準値（H17-19年度平均値：9,159,313kWh）
目標値は基準値10％削減（8,243,381kWh）
実績6,962,658kWh，24.0％削減

○ 施設環境
管理課

⑨ ガス使用量の削減
基準値（H17-19年度平均値：697,045㎥）
目標値は基準値の10％削減（627,341㎥）
実績613,467㎥，12.0％削減

○ 施設環境
管理課

⑩ 上水使用量の削減
目標：前年実績の1％削減（前年実績37,222㎥）
目標値36,850㎥
実績40,755㎥，9.5％増加

× 施設環境
管理課

⑪ 紙使用量の削減 目標：前年実績の1％削減（前年実績4,335,300枚）
目標値4,291,947枚　実績4,386,300枚，1.2％増加 × 環境推進

事務局

⑫ 廃棄物の削減・適正管理 目標：前年実績の1％削減（前年実績167,230kg）
目標値165,558kg　実績166,562kg，0.4％削減 × 環境推進

事務局

⑬ 緑地整備・保全

秋期の定期剪定実施
後援会退任理事による記念樹の植樹
8月北門、9月体育館周辺の樹木整備
年間計画に基づき、落ち葉清掃・芝生の管理等実施

○ 施設環境
管理課

⑭ グリーン調達の積極的な推進

目標：事務用品のグリーン調達の推進（WEB：たのめーる）
金額：一般7,556,472円、エコ6,585,750円（調達率46.57％）
個数：一般3,700個、エコ4,316個（調達率53.84％）
たのめーるはNITクリエイトが継続して監視し、データ取得について大塚商会と抽出方法について討議を
行った

○

財務部
NITクリエイト

環境推進
事務局

⑮
安全・環境安全な化学物質の使用・
保有管理及び化学廃棄物の保有・排
出管理へ向けての改良

10月～3月の活動
化学物質取扱い講習会開催、特定非営利活動法人（NPO）教育研究機関化学物質管理ネットワーク打合
せ、「薬品管理システム導入」システム管理者向け説明会実施、学内報/858号「化学物質を保有している
方へのお知らせ」発行、 第1回化学物質管理検討部会開催、「化学物質管理システム」導入アンケート（PC
環境）調査3月19日メール送信
4月～9月の活動
第2回化学物質管理検討部会開催、化学物質管理検討部会　内部監査　是正処置2件

「CRIS」薬品管理予行演習、一般ユーザー向け　「CRIS」講習会　1.5時間　計4回、　日本工業大学衛生
委員会設置、化学物質管理ソフト「CRIS」用データを取り込み、化学物質管理ソフト「CRIS」用パソコ
ン設置開始、第3回化学物質管理検討部会開催、高圧ガス保有量調査準備

○
化学物質
管理検討

部会

⑯ エネルギー管理標準による適正使用
と法・安全管理・省エネルギー推進

最大電力値・ガス消費最大値・最高気温推移観察
節電ポスター（冬・夏）配布実施
CO2排出量　第三者機関認証実施
H24・H25年度埼玉県地球温暖化対策計画書作成提出（温対法）
H25年度エネルギー定期報告書作成提出（省エネ法）
エネルギー使用量・料金について検討実施。東京電力契約電力見直し検討実施

○
エネルギー
使用管理部

会

⑰ 教育・研究施設等の効率的・効果的
活用及び管理・運営

施設巡視実施
H24年11月28日（水）　情報工学系部門（指摘件数24件）
H25年5月28日（火）　　共通教育系部門（指摘件4数）

○ 環境管理
責任者

⑱ 労働安全衛生法に基づく安全衛生の
向上

H25年1月　防災備蓄倉庫新設
H25年7月　衛生委員会の設置

（防火防災組織及び化学物質管理検討部会と連携をとり活動する）
○ 環境管理

責任者

彩
の
国
連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
演
会

ケ
ア
環
境
の
一
要
素
と
し
て
の
空
間
と
そ
の
役
割

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
・
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
合
同
講
演
会

テ
ー
マ
は
燃
料
電
池
と
再
生
医
療

　

11
月
30
日
（
土
）、「
彩
の

国
連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
、
埼
玉

県
立
大
学
、
埼
玉
医
科
大

学
、
城
西
大
学
と
本
学
の
４

大
学
主
催
の
講
演
会
が
、
本

学
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
・
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
教
室
で
開
催
さ
れ

た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
子

高
齢
社
会
を
支
え
る
た
め
に

は
専
門
的
知
識
・
技
術
に
加

え
、
多
職
種
と
連
携
す
る
資

質
を
持
つ
人
材
が
必
要
と
の

認
識
か
ら
、
専
門
職
連
携
教

育
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）
を
開
発
し
、

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
現
在
、
本
学
か
ら
は
生

活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
が
中

心
と
な
っ
て
参
画
し
て
い
る

が
、
保
健
医
療
福
祉
分
野
を

中
心
に
実
施
さ
れ
て
き
た
Ｉ

Ｐ
Ｅ
に
建
築
分

野
が
加
わ
る
の

は
世
界
的
に
も

先
駆
的
で
あ
る
。

本
講
演
会
は
こ

の
新
し
い
試
み

の
意
義
と
可
能

性
を
考
え
る
た

め
に
企
画
さ
れ
、

東
北
工
業
大
学

建
築
学
科
教
授
・

石
井
敏
氏
を
講

師
に
迎
え
「
ケ

ア
環
境
の
一
要

素
と
し
て
の
空
間
と
そ
の
役

割
」と
題
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

当
日
は
４
大
学
の
教
職

員
・
学
生
の
ほ
か
、
医
療
・

福
祉
施
設
関
係
者
も
来
場
。

石
井
氏
の
講
演
を
通
じ
、
ケ

ア
も
空
間
も
、
人
の
暮
ら
し

を
支
え
る
環
境
の
一
要
素
で

あ
り
、
分
か
ち
難
い
と
い
う

理
解
を
共
有
し
た
。

　

講
演
会
に
引
き
続
き
、
Ｗ

２
棟
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担

当
者
を
中
心
と
す
る
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実

施
さ
れ
た
。
聴
衆
か
ら
も
積

極
的
な
発
言
が
あ
り
、
Ｉ
Ｐ

Ｅ
に
建
築
分
野
が
加
わ
る
意

義
に
つ
い
て
確
認
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
具
体
的
な
実
践

に
向
け
て
議
論
を
深
め
て
い

く
こ
と
、
よ
り
幅
広
い
工
学

分
野
と
保
健
医
療
福
祉
分
野

の
連
携
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

石井氏（右）と勝木准教授の対談
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第45回若杉祭開催報告

　第45回若杉祭が11月2日（土）から 4日
（月）まで開催された。今年のテーマは
「LINK」。このテーマは、全ての人が繋がっ
て、若杉祭を盛り上げ、楽しんでいただき
たいという意味が込められていた。
　今回も多くの団体が参加し、また毎年好
評のイベント企画も、盲導犬協会デモンス
トレーションや若手シンガー「chay」のライ
ブ、人気アニメ声優「伊藤かな恵」のトーク
ショー、更に若杉祭最大のイベントである

「秋のからっ風こんさぁと」が開催された。
本年は日本のみならずアメリカなどにおい
ても非常に高い人気を誇る「清水翔太」を招
きライブが行なわれ、会場となった改修工
事の終わった新しい体育館には、1,500人
近い観客が訪れ、熱気と興奮で大いに盛り
上がった。その他、初日に第14回ホームカ
ミングデー、2日目に恒例となっている建
築設計競技表彰式が行われ、大成功のうち
に幕を閉じた。

ライブでは、新体育館で1500人が熱狂

21件の受賞者を決定

　

就
職
支
援
情
報　

今
年
度
の
活
動
は
、い
よ
い
よ
終
盤
へ

ハローワーク相談員によるアドバイス

担当教員から開講科目の説明などが行われた

上段：仮装行列、音楽サークルのライブ、模擬店の様子　下段左：建築設計競技表彰式　下段中・右：ホームカミングデー見学会と懇親会

　

２
０
１
４
年
３
月
卒
業
・

修
了
見
込
み
学
生
の
就
職
活

動
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て

き
た
。

　

今
年
度
は
就
職
活
動
の
開

始
時
期
が
12
月
と
な
っ
て
か

ら
２
年
目
と
な
る
。
景
気
回

復
を
反
映
し
改
善
傾
向
だ

が
、
採
用
企
業
の
本
音
は

「
量
よ
り
質
」
に
変
化
は
な

い
。
今
年
度
に
お
い
て
は
建

　

12
月
12
日（
木
）〜
14
日

（
土
）の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
出
展
に
お
い
て

も
「
学
生
環
境
推
進
委
員

会
」「
も
の
づ
く
り
環
境
学

科
」
の
学
生
達
が
本
学
を
代

表
し
て
、
展
示
ブ
ー
ス
の
運

営
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
初
年
次
教
育
の
必
要
性

を
考
え
、
来
年
度
か
ら
実
施

予
定
の
本
学
独
自
の
初
年
次

教
育
の
目
的
と
内
容
に
つ
い

て
理
解
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、10
月
31
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
の
背
景
に
は
、
大
学
教

育
の
質
的
転
換
が
、
大
学
改

革
実
行
プ
ラ
ン
の
重
要
課
題

と
し
て
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
本
学
だ
け
で
は
な

い
も
の
の
「
分
か
ら
な
い
こ

と
と
向
き
合
う
こ
と
、
思
考

の
糸
口
を
探
す
こ
と
」
に
対

す
る
経
験
が
少
な
い
学
生
、

「
伝
え
た
い
こ
と
を
組
み
た

て
、
適
切
に
伝
え
る
た
め
の

言
語
の
力
」
に
不
十
分
な
学

生
が
結
構
多
い
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
、
主
体
的
に
学
び
・

考
え
・
行
動
す
る
人
材
を
育

成
す
る
大
学
教
育
が
喫
緊
の

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
成

田
教
務
部
長
か
ら
、初
年
次

教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、来
年
度
か
ら
の

初
年
次
教
育
の
具
体
的
な
提

案
が
あ
っ
た
。
８
科
目
か
ら

な
る「
学
習
基
盤
科
目
」を
設

定
し
、こ
れ
ら
を
選
択
必
修

（
２
科
目
）と
し
、本
学
が
目

指
す
べ
き
学
び
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
田
中
佳
子
准
教

授
か
ら
「
初
年
次
教
育
課
程

の
目
的
」
に
つ
い
て
、
河

住
・
福
地
両
講
師
か
ら
具
体

的
な
開
講
科
目
の
内
容
が
説

明
さ
れ
た
。「
わ
か
る
」
よ

り
も
「
で
き
る
」
を
目
指
す

こ
れ
ら
基
盤
科
目
の
授
業
ス

タ
イ
ル
、「
気
づ
い
た
」
か

ら
「
気
づ
い
て
い
く
」
へ
変

化
す
る
学
び
の
過
程
、
答
え

の
無
い
問
題
に
最
善
解
を
導

く
能
力
を
養
う
科
目
間
の
連

携
な
ど
、
本
学
の
特
色
あ
る

教
育
内
容
を
示
し
た
。

築
工
事
業
（
施
工
管
理
）、

不
動
産
（
営
業
）、
サ
ー
ビ

ス
業
（
管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
保
守
等
）
の
求
人
が
伸

び
て
い
る
も
の
の
、
電
気
機

械
器
具
を
は
じ
め
と
す
る
製

造
業
の
求
人
割
合
は
昨
年
よ

り
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
も

の
づ
く
り
の
現
場
で
の
技
術

者
を
目
指
す
学
生
が
多
い
本

学
に
と
っ
て
は
厳
し
い
就
職

環
境
で
あ
る
。

　

全
国
の
大
学

卒
業
生
の
う
ち

20
％
が
「
不
安

定
雇
用
」
の
状

態
で
、
そ
の
う

ち
３
万
人
が

「
ニ
ー
ト
」
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。

卒
業
研
究
の
発

表
を
２
月
に
控

え
、
最
後
の
仕

　

今
回
で
４
度
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
１
年
生
か
ら
出

展
に
関
っ
て
い
る
学
生
も
多

く
、
学
生
の
環
境
活
動
状
況

や
展
示
物
へ
の
質
問
な
ど
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
が
で
き

て
い
た
。

　

特
に
大
学
内
で
廃
棄
と

な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
再
利
用

し
た
展
示
物
の

作
製
方
法
の
説

明
や
、
本
学
Ｅ

21
棟
の
ロ
ビ
ー

に
設
置
し
て
い

る
「
リ
サ
イ
ク

ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ

ル
照
明
」
の
具

体
例
を
紹
介
し

た
ブ
ー
ス
は
、

来
訪
者
に
大
変

好
評
で
あ
っ

た
。

上
げ
に
余
念
の
な
い
時
期
で

は
あ
る
が
、
内
定
を
未
だ
得

ら
れ
て
い
な
い
学
生
は
卒
業

研
究
発
表
後
に
再
活
動
を
す

る
こ
と
に
な
る
。「
ネ
ッ
ト

上
で
の
就
職
活
動
だ
け
で
実

際
に
は
動
い
て
い
な
い
」

「
就
職
活
動
は
数
社
し
た
も

の
の
途
中
で
挫
折
」
な
ど
未

内
定
の
理
由
は
様
々
あ
る
に

せ
よ
、
最
後
ま
で
諦
め
る
こ

と
な
く
動
く
こ
と
で
結
果
は

必
ず
つ
い
て
く
る
。

　

就
職
支
援
課
で
は
、
未
内

定
学
生
に
一
歩
で
も
前
に
踏

み
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
指

導
教
員
か
ら
も
出
席
指
導
を

し
て
も
ら
い
「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
し

て
、
履
歴
書
の
書
き
方
や
模

擬
面
接
な
ど
を
数
回
に
わ
た

り
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
員
に
よ
る

支
援
体
制
も
週
１
回
か
ら
２

回
に
増
や
し
相
談
体
制
を
手

厚
く
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
就
職
へ
の
意
識
が
低
い

者
や
無
い
者
へ
の
支
援
は
非

常
に
難
し
い
。

　

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
く

な
っ
た
。
今
一
度
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
て
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
一
人
ひ
と

り
に
対
し
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
て
い
く
。
す
ぐ
に
で

も
就
職
支
援
課
の
扉
を
た
た

い
て
ほ
し
い
。

合同企業説明会

展示ブース前で説明を行う学生スタッフ

第
40
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本
学
独
自
の
初
年
次
教
育
を
考
え
る

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会　

委
員
長
就
任
挨
拶

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、思
い
出
に
残
る
大
学
に
し
て
い
き
た
い
。

�

建
築
学
科
３
年　

青�

木　

優�

幸

�

（
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
校
出
身
）

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
３

学
生
が
ブ
ー
ス
を
企
画・運
営

　今回は、81件（内グループ47件）、144名の応募があった。9月14日（土）
に書類選考通過者による最終のプレゼンテーション審査を実施し、21件
の受賞者を決定した。11月1日（金）に表彰式を開催、受賞者に賞状と副賞
の贈呈があり、各受賞プランのプレゼンテーションが行われた。第二部の
特別講演では、講師の濱俊夫氏から「スズキの環境対応」をテーマにもの
づくりと環境の講演が行われ、本学学生65名を含む161名が聴講した。

審査結果 氏　名 プラン名
学長賞 小 堀　 哲 弥 インテリアコーディネーター仲介事業

NITEC埼玉産学交流会賞
長 島　 映 孝
榎 本　 拓 海
小 森　　 翼

元工業高校生が送る雑誌～そこの君！君が主役だ！！～

川口信用金庫賞
中 野　 萌 美
大塚　日香梨
高 橋　 琴 美

文房具店サイセイプロジェクト

宮代町長賞
野 口　 瑞 貴
徳 永　　 翔
日 上　 雄 貴

みんなが喜ぶ古民家ユースホステル化計画

産学連携起業教育センター長賞 横 山　 裕 亮
佐々木　啓史 乗用車向け広告仲介サービス

審査員特別賞 野 上　 敦 史 学生の食生活応援サービス！

奨励賞 田中　嘉津典
平 田　 未 来 Make Myself～あなただけのステッカー～

奨励賞 二ノ宮　菜摘 カスタムドレス

奨励賞 山 崎　 稜 太
鈴 木　 安 慶 日本製中古家電製品の東南アジア向け販売・修理事業

奨励賞 窪 田　 誠 之
千 葉　 拓 也 超！！オリジナル彫刻代行

奨励賞 鈴 木　 啓 太 NITギャラリー～技術向上計画～
奨励賞 中三川　貴信 パフォーマー派遣サービス

努力賞
鈴 木　 宏 太
井 野　 靖 弘
浅 利　 幸 史

学生のコンビニ

努力賞 杉 原　 琢 朗 そうだ。ついでにタクシーに任せよう。

努力賞 中 島　 才 輝
杉 山　 慎 治 木質系廃棄物を再利用したモノ作り（リサイクル建材）

努力賞
大 木　 将 志
村 山　　 侑
浅 古　 弘 明

京野菜を使ったうどん

努力賞 金田一　秀寿 地方と都市を結ぶ移動販売車　

努力賞 前 川　 海 斗
西 田　 尚 平 イスラム教徒を対象としたハラール食品流通サイト

努力賞 田 上　 雅 人 学校と学校同士を結ぶソーシャルネットワーク

ビジネスプランコンテスト

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
心
機
一
転
、
様
々
な
思

い
を
胸
に
、
こ
の
１
年
が
皆

さ
ん
に
と
っ
て
希
望
あ
る
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
46
代
学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
委
員

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
青
木
優
幸
と
申
し
ま
す
。

　

私
が
こ
の
大
学
に
入
学
し
て
早
３
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
入
学
当
時
は
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
に
心
躍
ら

せ
、
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
目
に
と
ま
っ
た
の
が
中
央
執
行
委
員
会
で
す
。
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
挑
戦
だ
っ
た
の
で
、
不
慣
れ

な
こ
と
が
多
く
、
失
敗
の
連
続
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

今
こ
う
し
て
委
員
長
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
他
な
ら
ぬ
先
輩
た
ち
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
、
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
１

年
間
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
一
人
が
ど
れ
だ

け
努
力
し
て
も
、
結
果
は
小
さ
な
も
の
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
為
に
も
ま
ず

は
、
自
治
会
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
皆
さ
ん

の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
声
が
私
た
ち
の
力
と

な
り
、
大
き
な
結
果
と
し
て
、
よ
り
良
い
大
学
生
活
に
つ

な
が
る
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
一
つ
ひ
と
つ
に
応
え
て
い
き
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
思
い
出
に
残
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
31
〜
11
／
６
）
／
目
的

＝
衢
州
と
武
漢
の
協
定
機
関

に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
劉
雯
講
師
（
共
通
教
育
係
）

／
同
前

◆
呉　

志
良
准
教
授
（
留
学

生
別
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
31
〜
11
／
６
）
／
目
的

＝
協
定
校
上
海
交
通
大
学
昴

立
新
日
語
へ
日
本
工
業
大
学

学
部
入
試
の
実
施
と
学
生
募

集
活
動

◆
宮
澤
肇
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
31
〜
11
／
３
）
／
同
前

◆
清
水
基
夫
教
授（
技
術
経
営

研
究
科
）／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム（
11
／
４
〜
11
／
10
）
／
目

的
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
会
へ
の
参
加
、
発
表

◆
鈴
木
宏
典
准
教
授（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝

韓
国（
11
／
６
〜
11
／
10
）
／

目
的
＝
第
17
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
知
能
進
化
シ
ス
テ
ム
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表

◆
山
地
秀
美
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
11
／
７
〜
11
／
９
）
／
同
前

◆
辻
村
泰
寛
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
11
／
７
〜
11
／
９
）
／
同
前

◆
西
村
誠
介
教
授
（
超
高
電

圧
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
チ
ェ
コ
・
ド
イ
ツ
（
11
／

９
〜
11
／
17
）
／
目
的
＝
国

際
大
電
力
シ
ス
テ
ム
会
議
及

び
国
際
電
気
標
準
会
議
関
係

の
国
際
委
員
会
に
出
席

◆
伴　

雅
人
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
韓
国
（
11
／
17
〜
11
／
19
）

／
目
的
＝
表
面
工
学
に
関
す

る
国
際
会
議
で
の
招
待
講
演

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム
（
11
／
23
〜
11
／
27
）
／

目
的
＝
学
生
募
集
に
関
す
る

協
定
締
結
打
ち
合
わ
せ
と
留

学
希
望
学
生
と
の
事
前
面
接

◆
梅
﨑
栄
作
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
11
／

24
〜
11
／
28
）／
目
的
＝
２
０

１
３
実
験
力
学
国
際
会
議
お

よ
び
第
12
回
実
験
力
学
ア
ジ

ア
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中

国
（
12
／
５
〜
12
／
８
）
／

目
的
＝
電
子
情
報
通
信
学
会

非
線
形
問
題
研
究
会
に
参
加

　

研
究
発
表　

座
長

◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
同
前

◆
八
木
田
浩
史
教
授
（
も
の

づ
く
り
環
境
学
科
）
／
出
張

先
＝
タ
イ
（
12
／
１
〜
12
／

４
）
／
目
的
＝
新
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
合
成
法
の
Ｌ
Ｃ
Ａ

解
析
の
た
め
の
現
地
調
査

◆
吉
野
秀
明
教
授（
電
気
電
子

工
学
科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ（
12
／
８
〜
12
／
15
）
／
目

的
＝
２
０
１
３
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
グ

ロ
ー
バ
ル
通
信
に
関
す
る
国

際
会
議
の
運
営
・
委
員
会
参
加

◆
勝
間
田
仁
講
師
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム
（
12
／
17
〜
12
／
22
）
／

目
的
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
と
そ
の
応
用
に
関
す
る

国
際
会
議
で
の
発
表

▼
輝
か
し
い
新
年

に
あ
た
り
北
大
路

魯
山
人
の
言
葉
を

お
届
け
し
た
い
。

氏
は
独
学
で
陶
芸

を
完
成
さ
せ
、
第

一
級
の
料
理
人
と

し
て
も
一
時
代
を
画
し
た
、

狷
介
（
け
ん
か
い
）
不
屈
の

文
化
人
で
あ
る
。
▼
そ
の
著

『
料
理
一
夕
話
』
に
は
「
自

分
の
尊
い
こ
と
を
知
ら
な
い

で
何
が
出
来
ま
す
か
」
と
い

う
件
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

強
固
な
信
念
の
も
と
、
既
成

の
世
の
中
と
差
し
違
え
、
切

り
結
ん
で
来
た
の
だ
ろ
う
。

▼
そ
の
よ
う
な
行
動
か
ら
得

ら
れ
た
、
有
り
余
る
自
信

は
、
実
は
火
の
よ
う
な
自
尊

心
か
ら
生
ま
れ
た
に
違
い
な

い
。
氏
曰
く
「
自
己
の
少
年

期
の
貧
窮
、無
学
、無
位
、そ

れ
が
い
っ
た
い
何
な
の
だ
。

自
分
に
は
何
よ
り
も
尊
い
、

自
分
が
あ
る
で
は
な
い
か
」

だ
。
▼
感
想
は
い
か
が
か
？

付
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う

方
も
お
ら
れ
よ
う
。
し
か

し
、
自
分
は
ダ
メ
だ
！
と
、

溜
息
を
つ
く
よ
り
は
遥
か
に

心
地
よ
い
こ
と
は
事
実
。
▼

要
は
、
経
験
に
根
ざ
し
た
生

き
方
が
出
来
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
の
だ
。【
信
】

国
外
出
張

広
報
み
や
し
ろ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
！

宮代町
だより

186号

　

毎
月
１
２
５
０
０
部
が

発
行
さ
れ
、
町
内
の
各
駅

で
も
配
布
さ
れ
て
い
る

「
広
報
み
や
し
ろ
」。
皆
さ

ん
は
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
20
ペ
ー

ジ
前
後
の
冊
子
の
中
に

は
、
町
の
重
要
な
施
策
を

は
じ
め
、
補
助
制
度
や
各

種
募
集
情
報
、
市
民
団
体

が
行
う
講
座
や
体
験
教
室

等
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
満

載
。
地
域
の
話
題
や
出
来

事
は
、
写
真
を
交
え
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も「
広
報
み
や
し
ろ
」で
、

町
の
魅
力
や
新
た
な
趣
味

を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
広
報
記
事

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

編 集 後 記

　
学
生
の
受
賞
・
イ
ベ
ン
ト
参
加
報
告

電
気
学
会
の

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞

東
京
建
築
士
会
の

住
宅
課
題
賞
を
受
賞

国
家
技
能
検
定
試
験
に

成
績
優
秀
賞
で
合
格

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

今
年
は
本
学
で
実
施

竹
内
淳
彦
名
誉
教
授
が

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

学
生
と
宮
代
町
民
が
協
力
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施

防
災
・
緊
急
対
策
と
し
て

全
館
一
斉
放
送
設
備
を
整
備

30
回
の
節
目
を
迎
え
た

吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ル
カ
ッ
プ
で

準
優
勝

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
１
年

（
高
瀬
研
究
室
）
の
星
野
翔

太
君
は
９
月
５
日
（
木
）、

電
気
学
会
主
催
の
平
成
25
年

電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
部

門
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
ポ

ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。
受

賞
論
文
名
は
「
遺
伝
的
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
た
幅
広
２

値
符
号
の
探
索
」。

　

レ
ー
ダ
の
探
知
性
能
を
左

右
す
る
要
素
の
１
つ
と
し
て

「
パ
ル
ス
圧
縮
符
号
」と
呼
ば

れ
る
符
号
が
あ
る
。
本
研
究

で
は
、従
来
の
研
究
に
お
い

て
例
の
な
い「
組
合
せ
最
適

化
手
法
」を
取
り
入
れ
、符
号

探
索
の
大
幅
な
時
間
短
縮
を

実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

レ
ー
ダ
の
距
離
分
解
能（
複

数
目
標
物
の
分
離
性
能
）や

対
干
渉
性
な
ど
の
探
知
性
能

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
受

賞
に
際
し
星
野
君
は「
と
て

も
光
栄
に
思
う
。
学
会
で
感

じ
た
反
省
点
を
改
善
し
、よ

り
多
く
の
研
究
成
果
を
残
せ

る
よ
う
、今
後
も
尽
力
し
て

い
き
た
い
」と
述
べ
て
い
る
。

　

９
月
22
日
（
日
）、
創
造

シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年
（
秋

元
研
究
室
）
の
河
添
雅
義
君

と
野
本
知
君
が
フ
リ
ー
ス

ケ
ー
ル
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
・

ジ
ャ
パ
ン（
株
）主
催
の
第
２

回
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ル
カ
ッ
プ

日
本
大
会
に
お
い
て
準
優
勝

し
た
。
今
回
は
全
国
か
ら
10

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

競
技
は
、
床
の
黒
線
を
カ

メ
ラ
で
認
識
し
な
が
ら
自
律

走
行
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作

し
、
タ
イ
ム
を
競
う
。
同
社

は
自
動
車
向
け
半
導
体
を
製

　

建
築
学
科
２
年
の
伊
藤
万

里
さ
ん
が
10
月
19
日（
土
）、

東
京
建
築
士
会
主
催「
住
宅

課
題
賞
２
０
１
３
」の
審
査

委
員
賞「
植
田
賞
」を
受
賞
し

た
。
作
品
名
は「
ゆ
る
ゆ
る
」

で
、日
工
大
生
と
宮
代
町
民

と
の
交
流
を
テ
ー
マ
と
す
る

学
生
寮
の
提
案
を
し
た
。

　

住
宅
課
題
賞
は
、
東
京
圏

に
あ
る
大
学
の
建
築
系
学
科

を
対
象
と
し
、
住
宅
に
関
す

る
課
題
の
優
秀
作
品
を
各

校
、
各
学
科
か
ら
１
作
品
ず

つ
集
め
た
作
品
展
で
あ
る
。

　

１
７
０
名
以
上
の
一
般
聴

講
者
の
中
、
審
査
委
員
長
・

植
田
実
氏
（
編
集
者
・
建
築

評
論
家
）
を
は
じ
め
５
名
の

審
査
員
に
よ
っ
て
４
時
間
超

に
及
ぶ
公
開
審
査
が
行
わ

れ
、
参
加
35
大
学
44
学
科
44

作
品
か
ら
、
伊
藤
さ
ん
の
作

品
が
「
植
田
賞
」
に
選
出
さ

れ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
「
他
大

学
の
学
生
や
審
査
員
の
先
生

方
と
意
見
交
換
が
で
き
、
大

変
刺
激
を
受
け
た
。
支
え
て

く
れ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝

し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

７
月
21
日（
日
）、本
学
機

械
実
工
学
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
主
催
の
国
家
技
能
検

定
試
験（
普
通
旋
盤
２
級
）が

実
施
さ
れ
、
機
械
工
学
科
４

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

が
１
月
18
日
（
土
）・
19
日

（
日
）
の
両
日
に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ
、
本
学
は
今
年
度

の
試
験
会
場
（
隔
年
）
と

な
っ
て
い
る
。
前
日
17
日

（
金
）
か
ら
当
日
に
か
け
て
、

工
業
技
術
博
物
館
を
含
め
関

係
者
以
外
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

立
入
り
が
制
限
さ
れ
る
。
な

お
、
本
学
で
は
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
の
得
点
を
合
否

判
定
に
利
用
す
る
セ
ン
タ
ー

　

昨
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
、

本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
竹
内

淳
彦
先
生
が
瑞
宝
中
綬
章
を

受
章
し
た
。
同
教
授
の
専
門

は
工
業
地
理
学
で
、
１
９
６

７
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
か

け
て
本
学
で
教
鞭
を
執
っ

た
。
在
任
中
に
は
学
生
部

長
、
図
書
館
長
、
代
表
環
境

管
理
責
任
者
を
務
め
た
。

　

学
生
環
境
推
進
委
員
会
が

主
催
す
る
宮
代
町
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
は
今
年
で
５
回

目
に
な
る
。

　

地
域
の
美
化
と
活
性
化
お

よ
び
近
隣
住
民
と
学
生
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ

の
清
掃
は
、11
月
16
日
（
土
）

10
時
よ
り
４
班
４
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
１
０

０
名
程
が
参
加
し
た
。

　

緊
急
時
の
対
応
体
制
整
備

の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年

度
の
第
一
期
工
事
に
続
い

て
、
第
二
次
の
一
斉
放
送
設

備
整
備
工
事
が
12
月
に
完
工

し
た
。

　

こ
の
工
事
に
よ
り
、
停
電

時
に
お
い
て
も
全
キ
ャ
ン
パ

ス
を
カ
バ
ー
す
る
一
斉
放
送

が
可
能
と
な
っ
た
。

　

演
奏
会
は
「
30
年
分
の
想

い
を
込
め
て
」
と
題
し
、
12

利
用
入
試
を
実
施
す
る
（
１

面
下
の
表
参
照
）。
成
績
優

秀
者
に
は
入
試
奨
学
金
20
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。
募
集
要

項
入
手
希
望
者
は
入
試
室
ま

で
。

月
１
日
（
日
）
に
埼
玉
県
春

日
部
市
民
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
山
崎
茂
氏
が
タ
ク

ト
を
振
り
、
14
曲
を
演
奏
。

会
場
を
埋
め
た
１
０
０
０
人

あ
ま
り
の
観
客
は
、
往
年
の

名
曲
や
最
新
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
を

楽
し
ん
だ
。
さ
ら
に
、
声
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
の
特
別

ゲ
ス
ト
も
登
場
し
、
花
を
添

え
た
。

作
者
：
中
村
直
弘
、
田
村
友

明
、
小
武
海
瑛
嗣
）」
が
個

人
賞
に
入
賞
し
た
。
個
人
賞

対
象
作
品
約
１
７
０
作
品
の

う
ち
グ
ラ
ン
プ
リ
一
作
品
、

セ
ミ
グ
ラ
ン
プ
リ
二
作
品
に

続
く
上
位
８
位
に
入
る
快
挙

で
あ
る
。

　

今
回
か
ら
学
校
作
品
展
が

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ

に
な
っ
た
こ
と
で
、
海
外
か

ら
の
出
展
や
見
学
者
が
大
幅

に
増
え
た
が
、
本
学
の
学
生

た
ち
が
熱
心
に
作
品
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
姿
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

10
月
26
日
（
土
）
か
ら
11

月
４
日
（
月
）、
明
治
神
宮

外
苑
絵
画
館
前
（
東
京
）
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
世
界
有

数
の
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
３ 

Ａ
Ｓ

Ｉ
Ａ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
」
に

お
い
て
、
一
昨
年
、
昨
年
に

続
き
「
建
築
学
科
＋
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
」
及
び

「
機
械
工
学
科
」
が
出
展
し

た
。
そ
の
中
で
、
機
械
工
学

科
の
作
品
「
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
ｒ
ｉ

ｃ 

ｓ
ｕ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
（
制

年
の
込
山
醇
貴
君
、
山
田
祥

久
君
、
石
澤
寛
也
君
が
受
験

し
、
３
名
と
も
合
格
し
た
。

　

さ
ら
に
課
題
の
出
来
栄
え

が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、11
月

28
日（
木
）に
彩
の
国
職
業
能

力
開
発
促
進
大
会
で
成
績
優

秀
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

将
来
は
創
造
的
技
術
能
力
を

持
っ
た
人
材
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、受
験
希

望
学
生
へ
の
受
験
指
導
を
実

施
。卒
業
研
究
や
就
職
活
動

の
合
間
で
の
指
導
と
な
っ
た

が
、合
格
に
加
え
全
員
の
成

績
優
秀
賞
受
賞
は
職
員
に

と
っ
て
も
励
み
と
な
っ
た
。同

セ
ン
タ
ー
で
は
、今
後
も
資
格

取
得
支
援
を
続
け
て
い
く
。

造
開
発
し
て
お
り
、
本
競
技

を
通
し
て
、
未
来
の
技
術
者

を
育
成
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　

本
学
チ
ー
ム
は
、
黒
線
の

認
識
を
ソ
フ
ト
的
に
行
う
だ

け
で
な
く
、
カ
メ
ラ
の
向
き

を
変
え
る
構
成
に
し
て
カ
ー

ブ
で
認
識
精
度
を
高
め
た
。

河
添
君
、
野
本
君
は
「
昨
年

優
勝
校
の
東
京
大
学
を
目
標

に
努
力
し
た
結
果
、
勝
利
で

き
て
嬉
し
い
。
た
だ
、
１
位

と
の
タ
イ
ム
差
が
大
き
い
の

で
、
さ
ら
に
高
速
か
つ
安
定

し
た
走
行
を
目
指
し
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
３
に

機
械
系
、
建
築
系
学
生
有
志
が
出
展

　W2棟は生活環境デザイン学科の実習室と研究室の
一部を担う校舎である。建築学科の吉村英孝助教が設
計を行い、5月に竣工した。
　壁体内や天井裏を露にすることで、校舎そのものが
建築のしくみを理解する教材として活かされ、かつデ
ザイン的にも美しくまとめられている点などが高く評
価された。

　車種は日野自動車のノンステップ
小型バス「日野ポンチョ」。本学用
のオリジナルラッピングデザインと
なっている。座席数は従来よりも少
なくなっているが、立席での乗車が
可能になるため、乗車人数増への
柔軟な対応と、乗降時間の短縮が
期待できる。10月から運行している。

W2棟がグッドデザイン賞受賞

乗車可能人数が増えた

新型スクールバスを運行

機械系有志学生のブース

建築系有志学生の作品「UNIHORN」

普段の通学路などを歩き、ゴミを集めた

農業の 6 次産業化
特集
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／
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〜 地域に元気と笑顔を 〜

▼ 11月14日（木）新しい村の「村の集会所」で、地元産の農産物を使った加工品の意見交換会が行われました。この交換会は、地元の食を通して地域を元気にしようと新しい村と町が開催したものです。《詳しくは 2ページ　特集『農業の 6次産業化』へ》

加工品意見交換会

1 農業申告事前相談会のお知らせ  ほか
4p 〜 5p

2 宮代の偉人「島村盛助」  ほか
6p 〜 7p

3 生活情報・生涯学習情報 ほか
8p 〜 15p

4 月刊みやしろ

16p 〜 17p

5 年末年始　公共施設休館カレンダー  ほか 18p

くわいの入ったゆずもち

黒豆のメンチ

稲わらで炒ったあられ

紫芋の焼きまんじゅう

紫芋のコロッケ 紫芋のあんみつ


